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表表表表 1111    図図図図 1111    

表表表表 3333    

図図図図 2222    図図図図 3333    

表表表表 2222    平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

妊娠届出数 553 504 537 495 460

妊娠届出数の推移（母子保健報告より）

非妊娠時の「やせ」の割合

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

届出件数 475 515 485 460

やせ該当者 98 106 87 75

割合 20.6% 20.6% 17.9% 16.3%

高血圧 蛋白尿 浮腫 切迫流産 切迫早産 前置胎盤平成23年度 525人 2人 52人 0人 36人 31人 4人 2人 1人 0人 24人平成24年度 485人 1人 57人 0人 41人 47人 5人 5人 0人 0人 22人平成25年度 438人 1人 54人 0人 25人 42人 6人 3人 0人 0人 25人
高血圧 蛋白尿 浮腫 切迫流産 切迫早産 前置胎盤平成23年度 500人 0人 62人 0人 242人 56人 0人 0人 29人 1人 59人平成24年度 437人 2人 65人 0人 208人 73人 0人 1人 20人 2人 57人平成25年度 441人 2人 50人 0人 207人 66人 0人 0人 22人 0人 57人

妊婦健診8回目（妊娠30～31週）
妊婦健診1回目(妊娠届出後、初回受診時）受診者数 異常ありの内訳妊娠高血圧症候群 貧血 妊娠悪阻 その他

受診者数 異常ありの内訳妊娠高血圧症候群 貧血
糖尿病（疑）
糖尿病（疑）

出血
出血妊娠悪阻 その他



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図 4444    
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養育支援訪問理由の内訳（産後：延べ数）
平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

518人 524人 466人 492人 472人

低出生体重児（2500ｇ未満）

（割合）

28人

(5.4％）

32人

(6.1％）

26人

(5.6％）

24人

(4.9％）

37人

（7.8％）

極低出生体重児（1500ｇ未満）

（割合）

6人

（1.16％）

7人

（1.34％）

3人

（0.64％）

2人

（0.40％）

4人

（0.85％）

出生数

低出生体重児の推移表表表表 4444    

平成25年低出生体重児の母体状態 出生体重リスク内容 リスク数（実人数）非妊娠時　ＢＭＩ18.5未満（やせ） 5 ○ ○ ○ ○ ○非妊娠時　ＢＭＩ25.0以上（肥満） 1 ○喫煙あり◎（やめた○） 6 ◎ ○ ○ ○ ○ ○飲酒あり◎（やめた○） 0低出生体重児の既往 3 ○ ○ ○切迫早産・流産の既往 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○双胎 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○妊娠高血圧症候群・尿蛋白所見+ 18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○貧血 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○切迫早産 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○糖尿病疑い・尿糖所見あり 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○母体体重増加7ｋｇ以下(肥満除く） 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○妊娠高血圧症候群・高血圧所見 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○子宮内胎児発達遅延（ＩＵＧＲ） 3 ○ ○ ○26 24 28 31 34 30 34 34 36 34 39 35 37 38 37 34 34 36 37 37 36 39 34 37 37 39 38 36 38 37 38 38 39 35 36 36 403 4 0 4 2 3 2 3 3 4 4 3 (1) 2 0 4 5 5 0 4 4 1 1 （0 ） 0 3 0 4 2 0 2 4 4 2 3 2 4

2000～2300ｇ未満2000～2300ｇ未満2000～2300ｇ未満2000～2300ｇ未満 2300～2500g未満2300～2500g未満2300～2500g未満2300～2500g未満 33 34 35 36 3727 28 29 31 3221 22 23 24 25 2616 17 18 19 20 3010 11 12 13 14 151500～2000ｇ未満1500～2000ｇ未満1500～2000ｇ未満1500～2000ｇ未満1 2 3 4 5 6 7 8 9

在胎週数（■37週以降は正期産）リスク数　＊（）は健診結果が未把握の方

平成25年　低出生体重児状況妊娠届出時
妊婦健診所見よりの情報

（判定ではない）

1500ｇ未満1500ｇ未満1500ｇ未満1500ｇ未満表表表表 5555    母親の理由母親の理由母親の理由母親の理由 児の理由児の理由児の理由児の理由 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表表表表 6666    図図図図 5555    

表表表表 7777    表表表表 8888    

4か月半児健康診査　受診率平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度受診者数/対象者数 536/546 505/520 464/482 479/490 464/472受診率 98.2% 97.1% 96.3% 97.8% 98.3%
平成25年度 乳幼児健診未受診者理由 （単位：人）4か月半児健診 1歳6か月児健診 3歳2か月児健診8 25 183 8 55 17 13入院施設入所中 0 0 0医療機関管理中 2 5 2保育所入所 1 11 6その他 0 0 2健診前に転出 0 1 0住所地に住んでいない 2 1 0仕事が休めない 0 9 5その他 0 1 30 0 0

未受診理由(延べ人数)
児の理由保護者理由

H25年度末時点での未受診者数次年度受診者数未受診者数

現時点で未把握

平成25年度乳幼児健診後の要支援者の内訳 (単位：人)4か月半児健診 1歳6か月児健診 3歳2か月児健診464 487 51235(7.5%) 23(4.7%) 29(5.7%)強い育児不安、育児疲れ、孤立 16 9 6虐待・虐待疑い 0 3 2不適切な育児行動 1 3 6若年の親 7 2 1ひとり親 3 2 4外国人の母親 1 0 2親の疾患・性格、薬物 7 5 2経済・生活状況の不安定さ 1 1 1DV・家族の問題 3 0 2児の疾病や障害 2 1 7その他 1 0 1
要支援の内訳（延）

受診者数要支援(割合）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図 6666    図図図図 7777    

図図図図 8888    

表表表表 9999    

表表表表 10101010    

7か月児離乳食教室参加率

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

参加率 36.0% 42.9% 48.1% 50.0% 51.8%

10か月児子育て教室参加率

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

参加率 44.2% 49.1% 50.6% 56.8% 56.1%



 

図図図図 9999    図図図図10101010    

表表表表 11112222    

表表表表 11111111    
受診者数/対象者数 507

/
532 543

/
565 510

/
534 454

/
473 487

/
512

受診率 95.1%

1歳6か月児健診受診率

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

96.0%95.3% 96.1% 95.5%

受診者数/対象者数 538 / 573 552 / 582 545 / 567 511 / 520 512 / 530

受診率

3歳2か月児健診受診率

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

93.9% 94.8% 96.1% 98.3% 96.6%



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図11111111    
図図図図12121212    

思春期講座の感想(抜粋)

・自分の将来のために、今日の話を忘れないようにしたいです。

・子どもを産むことは、母も子も命を懸けているとわかりました。私も母も

生きていることに感謝しています。

・子供が生まれるということは、寝る暇もないと思うからとても大変で、一

生懸命しないといけないことだと思いました。

・妊娠をすることはとても責任があると思いました。

・「この世で生まれてきていけない子は１人もいない」と聞いた時、心の中

がじーんと熱くなりました。

表表表表 13131313    

地域健康講座の感想(抜粋)

・嗜好品の中の砂糖や油の量にびっくりした。

・自分や子どもが食べ過ぎていることが分かった。

・朝食が簡単なものが多いので、もう一品増やしてみようかと思った。

・食生活や生活を改善しようと思った。

・現物を使った見本は分かりやすくてよかった。

表表表表 14141414    表表表表 15151515    

親子遊びの教室参加状況

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

対象者数 36組 27組 27組 23組 37組

参加者数 24組 19組 17組 18組 32組



予防接種　接種率年次推移予防接種　接種率年次推移予防接種　接種率年次推移予防接種　接種率年次推移【定期予防接種】　 　

 
※子宮頸がん、Hib、小児用肺炎球菌ワクチンは平成25年度から定期予防接種となった。 【任意予防接種】　　　　　　　高齢者肺炎球菌予防接種費用助成事業（H25年6月～） 風しん予防接種費用助成事業（H25年7月～）

　　　　　　　対象：生後3か月から7歳半 (単位：人，％)1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目平成23年度 471 489 513 516 109.6 629 604 96.0 ― ― ― ― ― ― ― ―平成24年度 243 318 369 443 182.3 501 546 109.0 236 194 141 93 39.4 ― ― ―平成25年度 94 5 15 33 35.1 440 486 110.5 485 477 471 454 93.6 93 38 40.9対象者 1期（初回接種）年度 四種混合（ｼﾞﾌﾃﾘｱ・百日咳・破傷風・不活化ﾎﾟﾘｵ)四種混合（ｼﾞﾌﾃﾘｱ・百日咳・破傷風・不活化ﾎﾟﾘｵ)四種混合（ｼﾞﾌﾃﾘｱ・百日咳・破傷風・不活化ﾎﾟﾘｵ)四種混合（ｼﾞﾌﾃﾘｱ・百日咳・破傷風・不活化ﾎﾟﾘｵ)対象者 接種者 終了率 1期（追加接種）1期（追加接種） 接種者 終了率終了率三種混合(ｼﾞﾌﾃﾘｱ・百日咳・破傷風)三種混合(ｼﾞﾌﾃﾘｱ・百日咳・破傷風)三種混合(ｼﾞﾌﾃﾘｱ・百日咳・破傷風)三種混合(ｼﾞﾌﾃﾘｱ・百日咳・破傷風) 対象者1期（初回接種）対象者 接種者 終了率接種者 　　　　　　ポリオ（急性灰白髄炎）ポリオ（急性灰白髄炎）ポリオ（急性灰白髄炎）ポリオ（急性灰白髄炎）　　　　対象：生後3か月から7歳半 (単位：人，％)1回目 2回目 1回目 2回目 3回目平成23年度 463 407 431 93.1 ― ― ― ― ― ― ― ―平成24年度 527 219 418 79.3 591 311 396 359 60.7 2 2 100.0平成25年度 ― ― ― ― 124 20 56 82 66.1 358 235 65.6
1期（初回接種）対象者 不活化ポリオワクチン接種者 接種者終了率 終了率年度 初回対象者 対象者終了率接種者生ポリオワクチン 1期（追加接種）

接種者（人） 871 風しん 20ＭＲ 218申請者（人）

　　　　ＭＲ（麻しん風しん）　　　　ＭＲ（麻しん風しん）　　　　ＭＲ（麻しん風しん）　　　　ＭＲ（麻しん風しん） (単位：人，％)対象者 接種者 接種率 対象者 接種者 接種率平成23年度 487 504 103.5 581 546 94.0平成24年度 498 493 99.0 554 534 96.4平成25年度 475 443 93.3 543 515 94.8年度 1期（1歳児） 2期（年長児）
　　　　　日本脳炎　　　　　日本脳炎　　　　　日本脳炎　　　　　日本脳炎 (単位：人)2期平成23年度 724 716 641 197 326 361 407 254平成24年度 575 520 577 95 226 222 415 125平成25年度 466 477 421 111 177 211 330 2653回目 (13～20歳の3回目終了者）1回目 2回目追加接種初回接種年度 1回目 2回目 経過措置（平成7年4月2日～平成19年4月1日生）1期(3歳～7歳半） 2期(9歳～13歳)
　　　　　ＢＣＧ（結核）　　　　　ＢＣＧ（結核）　　　　　ＢＣＧ（結核）　　　　　ＢＣＧ（結核）(単位：人，％)対象：1歳未満（平成25年度に、6か月未満から変更）年度 対象者 接種者 接種率平成23年度 475 448 94.3平成24年度 523 476 91.0平成25年度 437 408 93.4

　　　　二種混合（ｼﾞﾌﾃﾘｱ・破傷風）　　　　二種混合（ｼﾞﾌﾃﾘｱ・破傷風）　　　　二種混合（ｼﾞﾌﾃﾘｱ・破傷風）　　　　二種混合（ｼﾞﾌﾃﾘｱ・破傷風）対象：11歳から13歳未満 (単位：人，％)年度 対象者 接種者 接種率平成23年度 649 440 67.8平成24年度 691 554 80.2平成25年度 553 473 85.5
子宮頸がんワクチン　子宮頸がんワクチン　子宮頸がんワクチン　子宮頸がんワクチン　対象：中学1年生から高校1年生の女子(単位：人，％)年度 対象者数 新規対象者 1回目 2回目 3回目 完了率平成23年度 1,706 325 807 849 828 48.5平成24年度 1,253 337 264 267 311 24.8平成25年度 972 314 83 65 70 7.2※平成25年6月から積極的勧奨を差し控えしている

ヒブワクチンヒブワクチンヒブワクチンヒブワクチン　対象：生後2か月から5歳未満 (単位：人，％)年度 対象者数 新規対象者 1回目 2回目 3回目 追加 完了者数 完了率平成23年度 2,271 400 969 597 437 169 630 27.7平成24年度 1,680 390 578 486 483 594 697 41.5平成25年度 1,130 485 602 479 478 420 538 47.6 肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン　対象：生後2か月から5歳未満 (単位：人，％)年度 対象者数 新規対象者 1回目 2回目 3回目 追加 完了者数 完了率平成23年度 2,345 400 1,050 759 431 343 943 40.2平成24年度 1,450 390 588 527 485 430 566 39.0平成25年度 895 485 615 489 464 388 531 59.3

表16 表17

表24

表18

表22 表23
表21

表20表19

表25 表26



水痘ワクチンの接種対象者・接種方法等について

【ヌ寸,長宅ζ】

○ 生後12月から生後36月 に至るまでの間にある者。

×予防接種を受けることが適当でない者については特記事項なし。
(発熱や急性疾患などワクチン全般に共通するもの以タトなし.)

【接種方法】

O 乾燥弱毒生水痘ワクチンを使用し、合計 2回皮下に注射する。3月以上の間隔をおくもの
として、接種量は毎回0 5mlとする。

【標準的な接種期間】

○ 生後12月から生後15月 に至るまでに初回接種を行い、追加接種は初回接種終了後 6月か
ら12月 に至るまでの間隔をおいて 1回行う。

【経過措置】

○ 生後 36月から生後60月 に至るまでの間にある者を対象とし、1回注射する。
ただし、平成26年度限りとする。

【その他】

〇 既に水痘に罹患したことがある者は接種対象外とする。
○ 任意接種として既に水痘ワクチンの接種を受けたことがある者は、既に接種した回数分の
接種を受けたものとみなす (経過措置対象者も含む)。

○ 当該疾病はA類疾病として規定される。

8



成人用月中炎球菌ワクチンの接種対象者・接種方法等について

【接種対象者】

① 65歳の者 (経過措置終了後の平成31年度より実施)。
② 60歳以上65歳未満の者であつて、心臓、腎臓若しくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイル
スによる免疫の機能に障害を有する者 (インフルエンザの定期接種対象者と同様。)。

×予防接種を受けることが適当でない者については特記事項なし。

(発熱や急性疾患などワクチン全般に共通するもの以外なし。)

【接種方法】

○ 肺炎球菌ワクチン (ポリサッカライド)を使用し、 1回筋肉内又は皮下に注射する。接種量
は0 5mlとする。

【経過措置】

○ 平成26年度から平成30年度までの間は、前年度の末日に各64歳、 69歳、74歳、79歳、84
歳、 89歳、 94歳、 99歳の者 (各当言亥年度に65歳、 70歳、 75歳、 80歳、 85歳、 90歳、 95
歳、100歳となる者)を対象とする。

例 :平成26年度における65歳への接種については、平成25年度末日に64歳の者 (生年月日が

昭和24年4月 2日～昭和25年4月 1日の者)力り寸象となる。

O 平成26年度は、平成25年度の末日に100歳以上の者 (平成26年度101歳以上となる者)を定
期接種の対象とする。

【その他】

〇 既に肺炎球菌ワクチン (ポリサッカライド)の接種を受けたことがある者は対象タトとする。
○ 平成31年度以降の接種対象者については、経過措置対象者の接種状況や、接種記録の保管体
制の状況等を踏まえ、改めて検討する。

○ 当該疾病はB類疾病として規定する。



〇平成 26年度に各年齢となる者

65歳 :昭和24年 4月 2日生～昭不□25年 4月 1日生の者

70歳 :昭和 19年 4月 2日生～昭和20年 4月 1日生の者

フ5歳 :昭和 14年 4月 2日生～昭不日15年 4月 1日生の者

80歳 :昭禾□ 9年 4月 2日生～昭和 10年 4月 1日生の者
85歳 :昭不日 4年 4月 2日生～昭和 5年 4月 1日生の者

90歳 :大正 13年 4月 2日生～大正14年 4月 1日生の者

95歳 :大正 8年 4月 2日生～大正 9年 4月 1日生の者

100歳 1大正 3年 4月 2日生～大正 4年 4月 1日生の者
101歳以上 :大正3年4月 1日以前の生まれの者

10



成人用‐肺炎球菌ワクチンの接種時の対応について

。過去 5年以内に、多価肺炎球菌爽膜ポリサッカライ ドワ
クチンを接種されたことのある者では、同斉」の接種によ
り注射部位の疼痛、紅斑、硬結等の副反応が、初回接種
よりも頻度が高く、程度が強く発現すると幸侵告されてい
る。
。そのため、 5年以内の再接種を回避するため、定期接種
の実施において、市区町村や定期接種実施医療機関に以
下の対応を求めることとする。

1.定期接種実施医療機関は、予診票や間診で過去 (特に5年
以内)の接種歴について確認を行うこと。
2.市町村又は定期接種実施医療機関は、予防接種済証を被接
種者に確実に交付するとともに、被接種者に保管するよう
周知を行うこと。
3.市区町村は、接種歴を予防接種台帳にて管理するとともに、
接種歴の問合せに応じる等、適切に対応すること。

■
■

１
■



助 成 対 象 就学前まで (平成20年 4月 2日以降に出生)

対象予防接種 1任意予防接種

,任意予1坊接l準と{よ、市用]村が行う定期接秤とよ■なつ、保護
者の判断で:ン種を決めるもので自費接神です。ロタウイルス、

B型肝炎、水ぼうそう、おたふくかぜ、インフルエンザなど
があります。

そイ1ぞれ対象年齢が異なりますので、かかつつけ仄にこ;目談

ください。
*水ぼうそうについて1よ、平成26年 10月に定期化が予定さ
れています。

対象者 :1歳～5歳未満
|´ デヽ期予防縦種に含まイtる種類でも、スJ象年齢夕1等のよ場合は

来接iI医療l・ 関記載欄

接11ヒプた予防接li tt l●  日   医 療 機 関 名
|||)ン  'ヽ :卜

「
11,  : ‐|111

1勲 盛金額 3,000円

助 成 回 数 1平成 26年度中 1回限り
*再発行はしません

利 用 方
一法 11医療機関に助成券が利用できるか確認する。

(県内医療機関のみ。市内医療機関|ま助成券参照。)
1'この助成券を医療機関に提示し、予防

接種を受ける。 (必ず事前に予約して

ください。)

●接種費用から 3,000円を引いた残りの
金額を医療機関に支払う。

有 効 期 間

平成 27年 3月 31日まで

Fo3い合わせ先 ‐力0賀市健康課 電話 72-7866

●この券よ、助成対象者以外よ利用できません。

|,この券は、市外に転出された方は利用できません。

●接種にあたつては、効果や副反応について、医師から

説明を受け、よく理解したうえで受けてください。

「|この券よ切りとらず、その諫ま医療機関にお持ちください。
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力□賀市長 宮 一死


